
ときわ会 常磐病院では、
地域の医療施設・介護施設との
連携を強化するため、
当院の最新の医療情報を定期的に
お知らせしております。
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地 域 連 携 だ よ り
お知らせしております。
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ときわ会 常磐病院では、福島県内・いわき市内の各医療機関と
連携し、乳腺外科診療を拡充しています。
一人でも多くの患者さんへ適切な治療を提供するため
様々な取り組みを行っています。

常磐病院 乳腺外科医師紹介
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地域の関係医療機関の皆様へ
日頃からのご支援と連携に感謝を込めて

Breast Surgery Doctor

乳腺外科診療医師のご紹介

地域の関係医療機関の皆様へ

OZAKI Akihiko

尾崎 章彦

福島県内・いわき市内をはじめとする、近隣関係医療機関の皆
様におかれましては、日々の患者さんご紹介や診療行為に関す
るご支援とご助力を賜り心より御礼申し上げます。
乳腺外科を2018年に立ち上げて以来、「飛び込みの受診もお断
りせず」をモットーに診療を続け、3年間での外来延べ患者数は
5,000人を超えております。また、2020年の乳がん手術件数は90
件、外来化学療法実施件数は557件であり、2021年はさらに多く
の方々の治療に携わらせていただいております。この数字は、
関係医療機関の皆様からのご支援・ご指導の賜物であり、ま
た、多くの地域住民の方々が乳腺の専門的な診療を必要とされ
ている現状を反映しているものと捉えております。
本紙では当科での取り組みを、ほんの一部ですがご紹介させ
ていただきます。
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〒972-8322　福島県いわき市常磐上湯長谷町上ノ台57番地
TEL：0246-43-7399 / FAX：0246-43-7000

窓口受付/毎週月曜日～金曜日　8：30～17：00

公益財団法人ときわ会 常磐病院 （院長 新村浩明）
地域医療連携課
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ときわ会常磐病院では、診療科の増加に伴い診察可能な疾患も増えました。
患者様のご紹介に関しまして、今後もお気軽にお問い合せくださいますようよろしくお願いします。

乳房切除と再建
手術療法時の乳房切除では乳頭・乳輪を含めた
乳房全てを切除します。がんが大きい場合や、が
んが乳腺組織の広範囲に広がっている場合、がん
が乳房内に多発している場合など、乳房部分切除
術が適用できない場合に適応となります。早期の
病変においては乳房再建手術も適応となります。
当院においては、福島県立医科大学の形成外科
と連携して、乳房切除後の乳房再建手術を実施し
ています。
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乳がんにおいては、抗がん剤の投与に伴い、妊孕
性が低下することが知られています。現在は、妊孕
性を温存する目的で、抗がん剤の投与に先立っ
て、未婚の女性においては未受精卵凍結（いわゆ
る卵子凍結）を、既婚のパートナーがいる女性に
おいては受精卵凍結（いわゆる胚凍結）を、実施
することが可能となっています。一般には、乳がん
の治療が一通り終了した段階での胚移植・妊娠を
目指します。当院においては、いわき婦人科と連
携しながら妊孕性温存療法を行なっています。
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オンコタイプDX検査
手術で切除した組織を用いて、がんの性質を分析
します。この分析結果から、がんの診断から10年以
内の再発の可能性を予測するとともに、化学療法
の有効性についても分析します。特に早期がんで
不必要な抗がん剤の投与を防ぐことができます。
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「乳がん再発保障保険」は、乳がん罹患後に加入で
きる保険です（※一部例外を除く）。がんの再発に
備え、自分・家族の健康を守る保険となっており、
患者様の状況に応じてご紹介しております。
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【検査対象となる方】
・45歳以下の乳がん　・60歳以下のトリプルネガティブ乳がん
・2個以上の原発性乳がん　・第3度近親者内に乳がんまたは卵巣がんの家族歴を有する乳がん
・男性乳がん
・卵巣がん、卵管がん、腹膜がん

と連携して、乳房切除後の乳房再建手術
ています。

遺伝子外来診療
常磐病院では2020年8月25日より遺伝性乳がん卵巣がん症候群（HBOC）の患者さんを対象とした「遺伝子外来」を開
設しています。乳がんや卵巣がんの一部は遺伝的な要因が関与し発祥していると考えられており、BRCA1/2遺伝子変異の
有無を調べることで、ご本人や血縁者の方に対して、発がんリスクの発見や治療の提案が可能となります。遺伝子外来診療
は、福島県立医科大学と連携して実施しています。
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常磐病院 乳腺外科診療
乳腺外科では手術療法と薬物療法、放射線療法を組み合わせて治療を行います。手術
は、がん細胞が局所にとどまる場合は乳房部分切除を、部分切除が適応とならない場合
は乳房切除（全摘出）術を行います。また、画像等で腋窩リンパ節転移があれば腋窩リン
パ節郭清を、なければ転移の可能性があるリンパ節をサンプリングして検査します。薬
物療法は、乳がんの進行度やタイプに合わせて、ホルモン療法、細胞障害性抗がん剤、
抗HER２療法、免疫療法を使い分けます。放射線治療は、乳房部分切除を行った場合の
ほか全摘時でも複数のリンパ節転移がある場合には実施します。患者さんの社会背景
まで考慮した治療の個別化を重視しており、妊孕性の温存、乳癌卵巣癌症候群の検索、
全摘出を実施した患者への乳房再建術の提案、オンコタイプDX、乳がん再発保障保険
の紹介など最新の話題についても、院外の医療機関と連携しながら進めています。


